




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































臨時歳入 ユ億3，690万円 6，260万円 十7可430万円
5億3∵520万円4億3，360万円十1億160万円







経常歳入 ’4億4，480万円 3億9，880万円 十4，600万円
臨L時歳入山 7，O00万円 1億610万円■ 一全、610万円
5億1，480万円 4億450万円 十990万円一
経常歳出 3億3，990万円3億6，770万円一 i2，680万円























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Banque　de　rIndo－Chine 1，000 500，000 50
Cr6dit　Alg6rie皿 500 250，000 25






Sir　Ernest　Cassel 工，000 500，000 50
Peyte1 200 100，000 10
N．J．et　S．Bard2c 1，000 500，000 50
Lazard　Frさres 1，000 500，000 50Demachy 20C 100，000 10
Cr6dit　Mobiller 600 300，000 30
de　Verneui1 1，000 500，OOO 50
Hirschler　et　Cie 400 200，000 20
Rotterdamsche 400 200，000 20
Crξdit　AnYersols 400 200，000 20
Central　Mini聰g 600 300，000 30
L．Hirsch　et　Cie 500 250，000 25
Albert　Kahn 400 200，OOO 20
de　Neuflize　et　Cie 800 400，000 40
P註rr’s　Bank 250 125，OOO 12
Ban馴e　Russo－AsiaEique 600 300，000 30
Banque　Priv6e　de　st　P6tersbol］rg 400 200，000 20
Koch 30C 150，000 15
Addis 20C 100，000 1o
Th6ry　Edmond 200 100，000 工0
上記合計： 20，45010，225，0001，022
Banque　de　Paris　et　des　Pays－Bes 4，5002，250，000 225
Soci6tξGξnξrale 4，4502，225，000 223
総合計： 29，40C］4，700，0001，470
〔出典〕　ソシエテ ゼネラル吏料室。
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　日仏銀行は，．フイナリ調査団が東京にパリバが支店を開設する揚合の3原則
く①東京の支店が独立性を確保する一こと②日：本の一流の金融家の人材の協力を
うること，一③フランスの市場と日本の金融を結びつけるものであること）’にほ
ぼ沿ったかたちで設立された。定款には，1万株をP6r王s　b6nξficiaires　ai　po｝一
使urにあげており，その冒頭で，日本興業銀行総裁の添田寿一に7，500株を割
当て，日仏銀行設立に至るまでの副田の貢献に応えている。フランスおよびフ
ランス系のヨーロッパの銀行への株式の割当は，パリバとソシエテ・ゼネラル
が中心と、なって行っている。パ’リバ銀行には，幹事行のパリバとソシエテ・ゼ
ネヲル宛の割当てを感謝する手紙が残されている。」例えば，1，000株の割当て
を受けたノ、ルダック銀行（N．J．＆S，BARDAC）は，∫一7一月13日付の手紙で1，000
株相当の資本金の払込み・を行りたことを通知している。止同様の手紙は，イル
シェール（Hirschler＆Cie）、社の場合にもみら．れる。またアルザス・ロレーヌ
銀行（Banque－dlAlsace＆de　Lorraine）’の場合ば，1912年8月20日付の手紙で
丁日仏銀行が2，500万フラン、で創設されたことを最近知る機会をえたが，もし
可能であるならば当行設立企業シンジケートにおいて，わが銀行が株式を取得
する可能性を与えていただきたい」セいう趣旨の手紙を送っている。またサン
クト・ペテルスブルクの民間商業銀行（Banque　de　CommercePrivさe　de　St．
Pete．sb｛rg）は，定款がこの種」の銀行への参加を認めていないので，一頭取個人
の名前で、400株を取得したい七述べでいる鯛。これらの通信文からみる限’り，
日仏銀行の株式は，、高い評価で，一1受入れられていたと考えられよう。この日仏
銀行の本格的分析は，別稿の課題となろう。
　ところで，・ユ’リソク・，ビュシエー．ルの研究による止，パリバは，」uユ900隼質お
よび第一次大戦後の経済再建期に，事業銀行として，工業投資充実の方向べと
動意出すのであるが，．その後その路線は後退・し，公債や社貸などの発行の引受
業務が営」業の主力となっている呪
　本章でも，パリバが日本への産業投資に深入りせず，フネナリ帰国後も1彼
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の対日事業積極論にもかかわらず，銀行全体としては，日本事業に慎重だった
状態をみてきた。パリバが，日本事業に慎重であったのは，ユ908年！月に日本
国内で，予算案をめぐって対立があり，フィナリらが人脈を築いてきた坂谷大
蔵大臣，山縣逓信大臣が辞任したことにもよる。さらにR・ローネンが日本で
の事業に失敗して帰国したことやアメリカで発生した金融恐慌の影響が，1908
年以降ヨーロッパに波及し，パリ金融業界全体が対外事業に慎重になっていた
時期でもあった。この様な外部環境的要素は勿論考慮しなければならないが，
パリバ自身のもつ経営戦略の中心が，産業投資よりも公債投資を重視する路線
にあったことが，重要である。
　従って，パリバをはじめとする，フランス金融機関の日本債の発行は，1900
年以降むしろ急増するのである6このテーマについても別稿で本格的検討が必
要であるが，ここでは若干の史実だけを指摘しておきたい帆フィナリ帰国後
の1909年には，京都市債（4，500万フラン5％）が，パリ市場で発行された。
これは，日本人が直接パリ市場で発行した最初の公債である。公債により集め
られた資金は，市電などの交通インフラ，水遺，配電事業整備に活用された。
また，日本興業銀行の1908年のパリーとロンドンで起債された社債にもソシエ
テ・ゼネラルなどが協力している。この社債，5，000万フテンは，朝鮮での公
共土木事業に充当されるものであった。更に1911隼には，再度京都市債（700
万フラン）が，1912年には2億5，000万フランの東京市債が，1913隼には朝鮮
拓殖会社の5，000万フランの社債が，七日仏鎧行の最初の大金融業務として，発
行されている。日仏銀行は，ソシエテ・ゼネラルとパリバ銀行の協力により，」
パリ金融市場での発行に成功する。日本政府は，この発行に無条件の保護を与
えた。
　他方日本政府の国債は，19ユO年に4億5，000万フラン，5・％をパリ市場で発
行し，1913年には，2億フラン5％債が引続き発行されれ1905年から14年に
かけては，日本の国債はその40．2％がフランスで発行され，フランスはイギリ
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スの37．21％、をこえて，日本の国債引受の第一番目の国であった。一だが，。フラ
ンスの，民間私企業への投資は極く少なかった則。
．（6）第二次大戦後のパリバの日本進出
　1970年になると，パリバのジャック・ド・フシエールOacque　de　Fouchier）
は，エルベ・ピネ（HervξPinet）に，日本との協力の可能性をさぐるように指
示を下した綱。ピネは，東京に長期滞在して調査したのちに，パリバ金融会社
（Cie　Financiさre　de　Paris　et　des　Pay－Bas）の代表事務所（burea皿de　reprξsenta－
tion）の開設を進言した。この代表部の目的は，∵方で工業的，貿易的業務に
専念すると同時に；他方では金融的業務に従事することであった。日本側の優
先的希望は，日本は原材料の安定的供給を求めているということであった。
　ピネは，日本の総合商社（三菱，三井，伊藤忠）に石油および鉱石に関する
多様な計画を提案するにあたり，前任地特にガボンでの経験を利用した。他の
重要な領域，金融面では，主要目標は，日本の公債（empr㎜ts　publics）およ
び民閻債（empruhts　privξS）の発行者をヨーロッパ資本市場へと勧誘すること
だった。
　この代表事務所は，1971年8月に，ユベール・ドラプラス（Hubert　Delか
place）を責任者として開設された。事務所は，当初東京パレス・ホテルにお
かれたが，1972年には国際ビルディングに移転した。！972年末には，’工業・貿
易部門担当のラングロワ・ムリヌ（A．La㎎lois－Meu．ime），金融事業担当のア
ントワンヌ（D，A皿toine）両者が，H・ドラプラスを補佐した。
　1973年は，パリバの取締役会長（Pr6sident　de　Parisbas）が王日本をはじめ
て訪問した記念すべき年である♂フィナリ調査団を1907年に日本に派遣してか
ら，実に66年ぶりに，一パリLバのトップが日本を訪問することと。なったbこの年
はまた東京証券取引所にチバリバ金融会杜の株式が上場され，当社の株式の
3％は日本人が取得するところとなった。山一証券が仲介会社であった。
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パリバ会長，ジャック・ドウ・フゥシエールの滞日中，パリバと伊藤忠商事
との間で，両社の友好を促進するための協定が締結され，特にヨーロッパ資本
市場での金融活動のため，更新されるに至った。
　パリバはまた，東京銀行と協力して，日本投資コンサルティングOapan　In－
vestment　Consulti㎎）社をフランスに創設した。当社は日本の対ヨーロッパエ
業投資を促進するための会社である。1973年にぱ，パリバの頭取ピエール・ム
サ（Pierre　Moussa）が，第一勧業〒パリバインタナシ3ナル（Dai　Ichi　Kangyo－
Paribas　Intermti㎝a1Ltd、）の共同創設に合意した。この契約は，パリバにとっ
ては，日本のトップクラスの銀行からの支援を得られる点で有益であるし，第
一勧銀側にとってもパリバを通じて，パリはもとより只シドン金融市場での活
動が容易化ざれる利点があった。
　1970年になると，これらの様々な日本での活動の結果として，パリバ銀行本
体が，日本で銀行業務をスタートさせることを決意した。パリバ銀行は，1976
年に，有楽町電気ビルディングの19階に支店（succursale）を開設することと
なった。ここはパリバ・グルーブの活動の拠点となり二1976年以降パリバ金
融会社もここに移転している。
　日本におけるパリバ・グループの銀行業務は，順調に利益をあげている。
ユ984年に，被産したリッカー社（Soc雌Riccar）社への融資が回収できず，こ
の年のみ赤字であった。バリバ金融会社の代表は，1976年から1979年までゲッ
タン・ヴェリ（Ga毫tan　Weh・y）がつとめたが，、この時期に，パリバはオリエン
タルモリース会社，のちのオリヅクス（O㎡x）との協ガを強めたらそして消費
者金融会社オリックス・クレジットに資本参加した。
・1983年には，パリバ・グループは，1ヨ本におけるベンチャー資本の投資管理
会社の仕事を開始させ，この仕事は投資家に高利潤を保証することが明らかに
なったが，パリバ本部の世界戦賂にも一とづき1989年以降は，．この業務への深入
りは行なわれていない。だがパリバは，この会社パルテク社（P盆・tech）社の資
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本金の5％を保持したままである。
　1980年代を通じて，パリバは少しずつ，住友生命一日本第三位の生保会社一
との関係を強化してきた。住友生命は，あらゆるジャンルの，極めて多数の投
資活動を行っている。1980年代，住友生命国際投資部門の責任を担っていた上
山保彦が，住友とパリバの接近に貢献している。上山は住友生命の社長になっ
た時から，パリバ金融会社の資本金の1％まで住友生命が投資するよう決定し
ている。上山は，パリバグループの国際コンタルタントとして1989年にパリに
招かれ，1991年にはパリでレジョン・ドヌール勲章を受勲している。住友生命
とパリバ・グループの交流は，毎年桜の花の咲く頃住友生命の招待によって行
なわれる「サクラ・パーティ」によって一層強化されている。
　日本事業での収益が年々増加するにつれて，資本市場におけるパリバの金融
活動は，飛躍的に増加している。1987年にはパリバは，日本における銀行業務
の分離方針を守るため，証券業務を取扱う支店（㎜e　succursale　de　maisons　de
titre）を開設している。資本市場をめぐる経営活動のため日本での従業員は急
速に増加し80人を数えた。
　1986年には，東京にパリバ資産管理会杜日本（Pa．ibas　AssetManagemant
Japa皿K．K．）が設立され，機関投資家の資産管理を委託された。住友生命が，
その資産を国際レベルで管理するための最大の顧客となっている。
　1991年は，パリ金融会社が東京に進出してから，20周年を迎えた隼である。
日本におけるパリバ・グループは現在，四つの異った法人からなる。二つの支
店と二つの現地法人（PAMJapan　K．K．，ParibasJapan　Ltd）である。従業員180
人で，そのうち25名が非日本人である。但し，1996年のパリバ・グループ全体
の純益の国別の比率をみると，イギリス（42％），フランス（38％），北米
（7％）スイス（5％）に比べ，日本を含むアジア地域は約2．5％の純益をあ
げているに遇ぎず，今後の発展が期待される幽。
　1976年のパリバ銀行の支店開設にあたり，パリバと日本の歴史関係を示すた
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めのパンフレットが作成されている幽。大型で20ぺ一ジからなるこのパンフ
レットには，パリバの関係者で浮世絵のコレクターであった，・ナンリ・セル
ニュシ（HenriCermschi，1821－1896）とイザック・ド・カモンド（Isaacde
Cam㎝do1850－1911）の収集した，鈴木春信，鳥居清長，東洲済写楽，北川歌
麿の浮世絵が原色刷りで掲載されている。これら日本美術品と同時に1907年の
フ！チリ離日時の晩餐会への招待状に対する，渋沢栄二の筆書きの返書が掲載
されているのである。
　1970年代のパリバ銀行にとっては，1907年のフィナリ訪日調査団の派遣は，
決して過去の出来箏ではない。フィナリ調査団の経験がパリバの企業文化のな
かに蓄積され，現在の経営戦略に生かされているのである。
　東京に開設される支店にとって，将来の発展が目的とはいえ，我々は現在の
諸経営戦略は，過去から生じているこ皿とも忘れてはならない，とこのパンフ
レットは記述している。従って，1907年に臼本の外務大臣林伯爵，大蔵大臣坂
谷男爵とオラース・フィナリとがすでに会見していたことを想起すべきであ
る㈹。
ラ主｛ユ）　H　Shogoro，Nξgociation　FrandoJap邊naise彗虹E皿treprises　CooPεr旬tives　des　Fr副I1妄ais　et　Japanais，
　0f拓地肋！Ecα伽肌なちIe5sep七1907，p邊ge1　（traduc亡io口土our口i直、a　Horace　Fi血aly，．le8sept　1907，
　Archives　de　Paribas，53C／5
　（2〕httre　dIAndrξe　G01］i11身亘・Fimly・le23m乱rs1908・Archives　de　paribas，530／6，p・5＝
　（3〕　Tξ1ξgra皿皿e　d・A．Gollin査Eugεne　Goui血、忘22avrilゴ908，Archives　de　Paribas，530／6
　（4プんGξrard，Ma　Mission　a皿Japon，Paris，19i9，pp，159－160．
、（5〕ここでの記述は，∫oo励ル吻㎜伽γ榊伽s　d慨紡榊0伽fと題する著者不明のノートによ
　る。ArchwesdeParibas，530／4，
16〕上記注15）のノート，1－3頁による。
｛7〕Ingεmeur　D1］vivi臥〃o牢3〃伽伽あ；｛㎝d直〃柳纈榊s伽∫ψ㎝。Archlves　de　Paribas亨30／4－
／8〕以上の叙述は，前出注17〕のDuwierの作成LたNoteの2－5頁による。
　19〕以上の叙述は，前注ωのNote5頁による。
　O⑪AGξrard，M⑭〃ゐ∫伽血刎如μ晩，乍ar皿s，1919，p－166．
　（1l〕　Le肚re　de旺FmaIyきEugさne　Gouin，1e4o沈ユ907，p．8，Arc11ivをs　dセPar1bas，530／6．
　（1オ　Lettre　de　H，Fmaly主Eugεn僅Goum，1e15口ov．1907、皿21，Arch1ves　de　P帥ib劃s，530／a
・㈹　以下、東洋汽船の杜債発行の提案については，び他榊“〃如丁榊Kな鋤ξcrit　par　A　Goui皿
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　　（avant1阜1ettreda虎ele25皿ars1908deFinaly），ArcbiΨesdeParib旦s，530／5による竈
、㈱以上の記述は，前注㈱・のアンドレの提案書にょる。
蝸以下フイナリによる，パリバの回答については，LettredeH．Finaly争A口drξGoum．ユe25
　　m且rs，！908，Arohiws　de　Paribas，530／5．による。
（1匂以上のパリバ側の回答についての記述は，前渤繕簡による。
（1カ　Gysエn　F1さres，P“物∫一炊閉ψ地κ皿倣割ψ肌〃∫μ〃伽伽且Co．，Toky⑪．1e24ja皿vier1908，Ar；hwes　de
　　Paribas530／4．
⑱　以上の記述は，前潮ユカの史料による。
○尊　　H．Fi皿aly．S血磁彪■4岬d埋肋F祝砒刎㈹4控Co〃o腕dεκムN五C凶ダσC冴工身H］ogo，1e23皿ars1908，
　　Arohives　de　Parib目s，530／6．
⑳　以上の叙述は，前注⑲のフイナリの分析による。
釧　3頁からなろ門司（大久保湾〕築捲計画の由来書（タイトルなし）による。Archives　de　Pari－
　　bas415／5．
㈲　SyI1dicat　d’Etudes　d1』Port　de　yoj1Oapo一）一Archives　de　Paribas－4ユ5／5一
㈱　前注勧の史料，3頁による。
鯛　M，Godard，P附μ4d切P鮒δ0伽凸o（〃ψ一）、∫メァ0双Rapport　de　Ml1鯛』011，P三ris　Impri皿e÷ie　Caix，
　　1908，Arohives　de　Parlbas，4ユ5－5．
　　　報告書の内容1章一3章までについて」は；前出注㈱報告書の6－3i．頁参照。
　　　葡出注㈱報告書の察。4章（32－47頁）によろ。
　　　以上の叙述は，前出注㈱報告書の48－52頁による。
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おわりに
　以上本稿の考察は，1907年（明治40年）に，パリバが派遣した，フィナリ訪
日調査団に関するフランス側史料を分析して，同調査団のH日本における調査
活動，目調査団の日本財政分析とパリバ銀行への提案およ印ヨ調査団の成果・
影響を明らかにすることにあった。
　まず，第1章のH日本における調査活動においては，（1）パリバ銀行，」（2〕オ
ラース・フィナリの生涯および／3）調査団派遣の背景にづいて，予備的考察が行
なわれた。その後（4）調査団の日程が確認された。調査団は，1907年6月10日に
締結された日仏協約を経済的側面から支え発展させるものと日本側から期待さ
れ，官民をあげての過剰な歓迎が展開された。その一例として（5〕伊藤博文との
会見があげられる。これは，伊藤自身の申込によりなされたもので，ここでは
将来実現されることとなった，フランス資本の朝鮮経営めための箏入戸こついて，
意見交換がなされた。このような日本における歓迎ぶりに対して，パリバ側は
あくまで冷静であった。それは（6）ユジエーヌ・ゴワン（パリバ頭取）の忠告が，
「常に慎重であってほしい。よく見て，よく聞き，決←て約束するな」という
点にあったからである。フィナリは，日本側の歓迎ぶりに、冷水をかけないよ
う注意しながらも，パリバ側として，金融協ヵの具体的約束はすることなく。
日本における調査活動をおえたのである。この調査団の活動については，当時
の（7）在日フランス大使ジェラールの回想も有益であったむ
　では，O調査団の日本財政分析とパリバ銀行への提案を扱った，第2章で明
らかにされたのは，どのような点だったのだろうか。フィナリ謂査団は，徹底
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した日本財政分析を行なった。その折調査団の作成した（1）1ヨ本財政に関する質
問表と（2〕質問表への回答が確認されその後（3旧本財政に関する分析がなされた。
この分析でフィナリは，日本財政は，日清，日露の戦争による影響を大きく受
け，財政悪化の状態にあるのは，事実であるが，日露戦争の終結により，平和
な状態が続くならば，日本財政は，南米の国々のように，国家を破綻させるも
のではないことを明示している。そして，日本の持つ潜在的経済力（貿易量の
急増や民聞国内貯蓄の増大）からみて，日本が将来「経済的怪物」となるはず
だと予告さえしている。彼は，財政政策のみならず，（4旧本銀行に関する分析
を行ったのち，（5〕日本の外交政策に関する分析にも言及し，当時欧米に一般的
に流布していた黄禍論＝（好戦的な日本が，大量の申国人を従え，ヨーロッパ
を攻撃する）を排除し，日本の脱亜入欧政策を適確に把握している。フィナリ
調査団の（6〕パリバ銀行に対する提案は従って，日本における営業の拠点として
の銀行を創設すべきというものであった。
　それでは第3章の（≡）調査団の成果・影響をどう評価したらよいだろうか。た
しかに，調査団の帰国後，パリバ銀行は日本支店を即座に開設することはな
かった。そして，（1）R・ローネンの日本事業の失敗を契機として，パリの日本
事業熱は，急速に冷却していくのである。日本工業界側の熱心なフランス資本
導入のよびかけに対しても，パリバ側は応ずることがなかった。（2）東洋汽船株
式会社の社債発行の提案をバリバは拒絶したし，（3〕鐘淵紡績の社債発行の申込
みをもパリバは拒否している。また，パリバも出資して始った（4）門司築港計画
も中断されたことから，フィナリ使節団の帰国後（1908年以降）パリバの日本
事業への関心が一時後退したかの印象を与えるのも事実である。
　だが，（5〕1912隼に日仏銀行が設立され，パリバも，ソシエテ・ゼネラルとな
らび，大口出資銀行となったこと，オラース・フィナリが同行の取締役の一人
となったことから，フィナリ調査団の提案した日本事業への本格的参加は，む
しろ，調査団帰国後，活発化すると考えられるのである。そして日仏銀行の設
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立後，パリ証券市場での日本公債の発行が活発化していくのである。
　（6）第二次大戦後パリバの日本進出は，1970年以降本格化するが，我々はこれ
を1907年のフィナリ調査団による日本経済評価の延長線上の出来事と考えるこ
とができよう。フィナリ調査団によりスタートした，日仏金融関係史の分析の
ため，今後は日仏銀行やパリ市場における日本公債の発行問題などにつき考察
が広げられねばならない。
［付記］本稿は，第67回社会経済史学会全国大会（於学習院大学，1998年6月7日）に
　　おける報告に加筆，公表するものである。なお，本稿作成にあたり，早稲田大学
　　　（1998年度）ヨーロッパセンター研究プロジェクト（個人研究）の研究費補助を
　　受けた点を明記し，謝意を表する。
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